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主な内容

（12 月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,191 （＋ 37）
人　 口 ５万 3,658 （＋ 16）
男 ２万 5,230 （＋ ５）
女 ２万 8,428 （＋ 11）

出　 生 32
死　 亡 64
転　 入 147
転　 出 88
その他異動 11



　

ま
た
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
お
よ

び
幼
稚
園
へ
の
空
調
機
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
も
、
昨
年
９
月
の
市
議
会
で
表

明
し
ま
し
た
と
お
り
、
で
き
る
だ
け
早

い
設
置
に
向
け
て
取
り
組
む
な
ど
、
将

来
の
出
水
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
を
整
え
な
が
ら
、
郷
土
愛
に
満
ち

た
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
皆
さ
ま
方
と

と
も
に
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
つ
目
の
「
い
の
ち
の
安

心
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
い
の
ち

の
安
心
を
守
る
た
め
、
交
差
点
安
全
対

策
な
ど
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
近
年
、
各
地
で
多
発
す
る
自

然
災
害
等
に
備
え
、
道
路
、
河
川
、
崖

地
な
ど
の
安
全
対
策
を
進
め
な
が
ら
、

地
域
で
の
自
主
防
災
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
自
主
防
災
組
織
の
設
置
率

１
０
０
㌫
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
い
の
ち
を
守
る
重

要
な
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
存
続
に
向
け

て
、
運
営
経
費
の
削
減
や
医
師
招
へ
い

の
た
め
の
取
り
組
み
、
あ
い
さ
つ
運
動

の
実
施
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
な
ど
、
病
院
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

目
に
見
え
る
よ
う
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
の
「
く
ら
し
の
安
心
」
で
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
生
活
基
盤
の
安
定
化
を
第
一
に
考
え
、

各
分
野
で
の
稼
げ
る
産
業
化
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
産
業
に
お

い
て
は
「
出
水
観
光
未
来
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、「
稼
げ
る
観
光
地

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
（
え
と
）
は
「
亥
（
い
）」（
猪
）
で
す
。

　

猪
は
突
進
力
が
強
く
、
一
方
で
、
環
境
に
も
敏
感

な
動
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
勇
気
と
無
病

息
災
の
象
徴
」
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
等
を
お
伺
い
し

な
が
ら
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
現
在
置

か
れ
て
い
る
本
市
の
課
題
等
に
勇
気
を
も
っ
て
、
ま

た
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
地
方
創
生
・
出
水
の

元
気
創
出
の
た
め
、「
子
ど
も
の
安
心
」、「
い
の
ち

の
安
心
」、「
く
ら
し
の
安
心
」
の
３
つ
の
安
心
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
つ
目
の
「
子
ど
も
の
安
心
」
で
は
、
地

域
の
中
で
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
を
整
え
、
定
住
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
入
学
一
時
金

の
奨
学
金
制
度
（
鶴
の
恩
返
し
奨
学
金
）
を
創
設
し

ま
し
た
。

づ
く
り
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
企
画

力
、
情
報
発
信
力
に
優
れ
た
民
間
企
業

と
連
携
し
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
や
ご

当
地
ア
イ
ド
ル
等
を
活
用
し
た
新
た
な

方
法
で
の
本
市
の
情
報
発
信
や
観
光
Ｐ

Ｒ
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
出
水

で
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り

や
、
子
ど
も
た
ち
と
地
元
企
業
と
の
就

業
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
雇
用
創

出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
新
た
な
地
域
活
性
化
策

と
し
て
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
都
会
で
生

活
し
て
い
る
方
々
が
元
気
な
う
ち
に
地

方
に
移
り
住
み
、
介
護
や
医
療
が
必
要

に
な
っ
て
も
同
地
域
で
継
続
的
に
ケ
ア

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
都
会
か
ら
地
方

へ
の
人
の
流
れ
を
作
る
仕
組
み
づ
く

り
）
へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

私
は
「
市
民
が
主
人
公
」
を
基
本
姿

勢
に
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
「
市
長

と
何
で
も
語
ろ
会
」
な
ど
機
会
を
捉
え

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
夢
と
希
望
を
持

ち
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
く
ら
せ
る

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た

め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

実
現
に
向
け
て出水市長　椎木伸一

新年
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皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
市
議
会
へ
の
ご
理
解
と
議
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
の
出
水
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
第
７

代
出
水
市
議
会
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
出
水
睦
雄
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
の
現
状
と
し
ま
し
て
は
、
議
員
定
数
が
24

人
の
と
こ
ろ
今
回
の
改
選
か
ら
４
人
減
員
い
た
し
ま

し
て
20
人
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
数
は
減
り
ま
し
た

が
、
議
員
全
員
気
持
ち
を
新
た
に
市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
手
を
携
え
て
希
望
に
満
ち
た
活
力
都
市
を
実

現
す
る
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
経
済
状
況
は
、
緩
や
か
な
回
復

基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
身
近
に
は

ま
だ
ま
だ
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
出
来
事

は
少
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

議
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て

　

し
か
し
な
が
ら
出
水
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
新
た
な
工
場
進
出
や
地
元
企
業

の
工
場
増
設
な
ど
、
明
る
い
兆
し
が
見

え
は
じ
め
、
少
な
か
ら
ず
雇
用
情
勢
等

の
改
善
に
繋
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
地
方
の
活
性
化
に
は
、
高
速
交

通
体
系
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
は
、
鹿
児
島
～
薩
摩
川
内
水
引
間
、

八
代
～
津
奈
木
間
、
阿
久
根
～
出
水
間

が
供
用
開
始
さ
れ
、
着
実
に
事
業
推
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
北
薩
横
断
道

路
も
今
年
度
末
に
は
、
き
ら
ら
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
泊
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
間
の
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
事
業
が
確
実
に
進
展
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
高
速
交
通
体
系
の
全
線
開
通
こ

そ
が
、
人
、
モ
ノ
、
情
報
等
の
広
域
的

な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
地
域

活
性
化
に
寄
与
し
、
物
資
等
の
輸
送
な

ど
に
大
き
な
役
割
を
担
う
重
要
な
道
路

と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

の
振
興
、
特
産
品
の
開
発
、
商
工
業
の

活
性
化
、
住
民
福
祉
向
上
、
住
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
の
充
実

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
市
民
・
行

政
・
議
会
・
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
積
極

的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
遠
く
離
れ
て
故
郷
を
想
い
な

が
ら
日
夜
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
「
ふ
る

さ
と
会
」
会
員
の
方
々
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
出
水
市
の
発
展
に
ご
指
導
と

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
本
年
は
、
平
成
の
時
代
も
終
わ

り
元
号
も
変
わ
り
ま
す
。
新
た
な
時
代

を
迎
え
私
ど
も
議
員
は
、
今
後
ま
す
ま

す
市
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
透
明
性
を
高

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
信
頼
さ

れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
皆
さ

ま
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
意
見
を
幅
広

く
取
り
入
れ
た
議
会
づ
く
り
に
ま
い
進

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ

ま
方
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し

て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 出水市議会議長
　出水睦雄  

謹賀
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最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

『 
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
環
境
標
語 

』
作
品
展

【
環
境
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
】

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

出
水
中
学
校
３
年　
坂
元　
ま
り
か

下
水
流
小
学
校
４
年　
出
水　
優
希
菜

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
決
定

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

出
水
中
学
校
３
年　
外
戸
口　
も
え

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

　

市
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
に
、
環
境
保
全
や
環
境
美

化
に
対
す
る
意
識
を
養
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
「
環
境
ポ
ス

タ
ー
・
環
境
標
語
」
の
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

環
境
ポ
ス
タ
ー
は
、
小
学

生
の
部
に
10
校
か
ら
78
点
、

中
学
生
の
部
に
７
校
か
ら

２
１
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
環
境
標
語
は
、

小
学
生
の
部
に
５
校
か
ら

３
２
０
点
、
中
学
生
の
部
に

４
校
か
ら
６
９
４
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
環

境
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
と
も
に
、

最
優
秀
賞
４
点
と
優
秀
賞
８

点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
大
産

業
祭
会
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

環
境
部
門

20
・
10
部
門

東出水小学校２年
山中　心美

賞状を手にする受賞者の皆さん
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優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と　

　
お
そ
と
に
水
ま
き　
す
ず
し
い
な
あ

　
下
水
流
小
学
校
２
年　
浦　
鈴
華

世
界
が
変
わ
る　

　
一
つ
の
意
識
で　
そ
の
名
は
３
Ｒ

出
水
中
学
校
１
年　
西
園　
花
凜

電
気
消
す

　
わ
た
し
に
で
き
る　
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

下
水
流
小
学
校
６
年　
上
ノ
川　
世
菜

ち
ょ
っ
と
待
て
！　

　
ま
だ
そ
の
ゴ
ミ
は　
変
身
で
き
る
。

出
水
中
学
校
３
年　
髙
村　
晴
人

捨
て
た
場
所　

　
心
残
り
は　
な
い
で
す
か
？

鶴
荘
学
園
５
年　
濵
畑　
和
花

優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

出
さ
れ
た
物

　
全
部
食
べ
た
ら　
ご
ち
そ
う
さ
ま

米
ノ
津
東
小
学
校
４
年　
三
重　
諒
真

【
環
境
標
語
作
品
展
】

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

捨
て
ち
ゃ
う
の
？

　
そ
れ
も
大
事
な　
資
源
だ
よ

米
ノ
津
中
学
校
２
年　
江
尻　
七
海

エ
コ
活
動

　
捨
て
な
い
努
力
と　
使
う
知
恵

米
ノ
津
中
学
校
３
年　
内
野　
凜
生

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

エ
コ
バ
ッ
ク　

　
買
い
物
の
と
き
の　
必
需
品

米
ノ
津
中
学
校
１
年　
木
谷　
叶
葵

優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

出
水
中
学
校
３
年　
神
田　
琴
乃

高
尾
野
中
学
校
２
年　
松
下　
温
嗣

米
ノ
津
中
学
校
１
年　
小
出
水　
優
花

米
ノ
津
中
学
校
３
年　
前
田　
凜

20
・
10
部
門

環
境
部
門

野田小学校５年
浦﨑　菜歩

出水小学校４年
濵田　樹里

米ノ津東小学校４年
山口　隼叶

あ
ゆ
の
い
る　

　
き
れ
い
な
川
を　
え
い
え
ん
に

鶴
荘
学
園
２
年　
村
上　
泰
一

考
え
よ
う

　
ご
ち
そ
う
さ
ま
の　
向
こ
う
が
わ

出
水
中
学
校
２
年　
河
南　
萌
香

お
と
う
さ
ん　

　
し
ご
と
と
い
っ
し
ょ
に　
ま
い
ぼ
と
る

下
水
流
小
学
校
１
年　
山
口　
大
悟

出水小学校５年
上戸　桜華
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80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お

い
し
く
食
事
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
か
ら
、
国
を
挙
げ
て
８
０
２
０

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯
を
守

る
努
力
を
し
、
８
０
２
０
を
達
成
し

た
心
身
共
に
健
康
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
々
に
対
し

て
、
11
月
17
日
に
表
彰
式
を
行
い
、

椎
木
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

（
氏
名
）　　
　
（
年
齢
）（
自
治
会
）

池
上　

耕　

司　

81　

千
本
付

伊
㞍　

幸　

雄　

84　

鹿　
　

島

稲
田　

正　

広　

83　
上
ノ
原（
出
水
）

井
上　

尚　

親　

81　

上
村
西

大
島　

久　

子　

81　

別　
　

府

岡
田　

リ
ツ
子　

80　

平
松
上

小
倉　
　
　

勝　

82　

今
釜
西

折
木　

芳　

子　

80　

櫓　
　

木

片
山　

京　

子　

82　

平
松
上

菊
池　

良　

子　

81　

仮　
　

屋

北
原　

登
志
子　

83　

元
町（
出
水
）

桐
原　

惠　

裕　

81　

上
沖
田

久
保　

茂　

雄　

81　

上
竪
馬
場

久
保　

ト
ミ
ヱ　

81　

上
竪
馬
場

古
賀　

郁　

子　

80　

石
坂（
出
水
）

小
島　
　
　

勲　

80　

上
村
西

兒
玉　
　
　

香　

80　
上
大
野
原（
出
水
）

後
藤　

弘　

三　

80　

麓

小
林　

美
沙
子　

81　

米
ノ
津
東

下
澤　

サ
チ
子　

80　
上
大
野
原（
出
水
）

瀧
下　

國　

義　

80　

大　
　

和

橘
木　

義　

則　

81　

名
古
東

田
中　

暢　

雄　

80　

表
郷
東

田
中　

滿　

德　

80　

表
郷
西

溜　
　
　
　

稔　

82　

安　
　

原

茶
木　

久
美
子　

88　

表
郷
西

茶
木　

正　

夫　

88　

表
郷
西

辻
口　

和　

子　

80　

平
和
団
地

戸
崎　

澄　

子　

84　

安　
　

原

永
長　

賢　

一　

80　

米
ノ
津
東

長
島　

タ　

ヱ　

82　

花
立
東

永
山　

宏　

海　

81　

香　
　

月

能
村　

末　

子　

80　
加
紫
久
利
住
宅

早
坂　

て
る
子　

83　

津　
　

山

肱
岡　

重　

男　

80　

平
松
東

肱
岡　

道　

子　

84　

柴　
　

引

福
元　

満　

義　

82　

東
水
流

藤
川　

ミ
チ
子　

83　

米
ノ
津
駅
通

松
下　

俉　

夫　

80　

鹿　
　

島

松
下　

キ
ヨ
子　

80　

名
古
東

松
下　

義　

則　

80　

地　
　

蔵

南
鶴　

シ
マ
エ　

80　

元
町
（
出
水
）

峯　
　

敏　

子　

86　

政　
　

所

室
園　

妙　

子　

84　
小
松
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

元
浦　

義　

隆　

80　

前　
　

田

山
﨑　

秀　

博　

81　

上
り
立

吉
ヶ
嶋　

優
子　

83　

西
水
流

吉
田　
　
　

保　

80　

安　
　

原

吉
津　
　
　

優　

80　

平
松
西

米
盛　

美　

岐　

81　

中
塩
屋

（
年
齢
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
）

め
ざ
そ
う
！
８
０
２
０・７
０
２
４

　

８
０
２
０
は
毎
日
の
積
み
重
ね
の

成
果
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
で
食
べ
ら
れ
る
「
幸
せ
な
高
齢

期
」
を
迎
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は

７
０
２
４
（
70
歳
で
24
本
の
自
分
の

歯
）
を
目
標
に
歯
に
い
い
生
活
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

（
本
年
度
歯
周
病
検
診
を
受
診
さ
れ

た
71
歳
の
方
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
自
治
会
）

小
豆
野　

京
子　
　

上　
　

中

家
村　

健
四
郎　
　

東
水
流

石
坂
川
喜
代
次　
　

米
ノ
津
東

一
森　

良　

一　
　

田　
　

原

内
川　

エ
イ
子　
　

荘　
　

下

江
川　

幹　

雄　
　

西
新
田

大
迫　

弘　

之　
　

平
松
西

大
津　

千
加
子　
　

町
（
高
尾
野
）

小
田
原　

勝
義　
　

大　
　

和

金
丸　

哲　

夫　
　

石
坂（
高
尾
野
）

川
原　

安　

裕　
　

上
水
流

川
俣　

正　

信　
　

連
尺
野

木
上　

重　

隆　
　

栄　
　

町

肝
付　

兼　

冶　
　

山　
　

崎

通　

洋　

一　
　

上
り
立

迫　
　

孝　

雄　
　

太　
　

田

篠
原　

邦　

博　
　

今
釜
東

須
賀　

敏　

彦　
　

唐
笠
木

田
頭　

惠　

子　
　

高
牟
礼

田
中　

耕
治
郎　
　

野
添
（
出
水
）

冨
田　

光　

實　
　

田
多
園

中
浦　

敦　

子　
　

荘　
　

下

中
村　

義　

正　
　

太
鼓
橋

西
村　

賢　

吉　
　

新
蔵
中

野
　

節　

子　
　

麓

野
添　

民　

憲　
　

津　
　

山

野
付　

繁　

美　
　

上
水
流

花
田　

久　

子　
　

鶴　
　

見

濱
﨑　

ツ
ヤ
子　
　

太
鼓
橋

濵
田　

庄　

造　
　

津　
　

山

平
添　

洋　

一　
　

柳
ヶ
水

平
山　

香
代
子　
　

上
ノ
原
（
出
水
）

福
永　

ト
シ
ヱ　
　

上
水
流

前
田　

伊
都
子　
　

砂　
　

原

前
田　

薩　

子　
　

愛　
　

護

前
野　

治　

子　
　

上
沖
田

又
野　

信　

子　
　

新　
　

町

町
口　

末　

夫　
　

鹿
島
住
宅

松
上　

千
津
子　
　

城
山
南

松
本　

千
里
子　
　

渡
瀬
口

宮
﨑　

康　

幸　
　

前　
　

田

湯
田　

實　

雄　
　

上
水
流

吉
原　

道　

子　
　

鹿　
　

島

8
ハチマルニーマル

0 2 0 歯科表彰　おめでとうございます

８
０
２
０
受
賞
者
（
敬
称
略
）

７
０
２
４
達
成
者
（
敬
称
略
）
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8020 受賞者の皆さん

ほうれん草とブロッコリーのチキングラタン（冬野菜レシピ）
　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
　今回は、冬野菜を使ったレシピをご紹介します。
　（【１人当たり】エネルギー：387kcal、タンパク質：21.9g、脂質：24.0g、炭 水 化 物：19.4ℊ、
　食物繊維：3.1g、カルシウム：257mg、塩分：1.3g）
　ほうれん草は生からゆでたものを使っていますが、冷凍してあるものを使っても良いです。
　冷凍野菜を常備していれば必要な時に必要な量だけ使えるので、ちょこっと使いにも活用できます。

＞＞作り方
　①　ブロッコリーとほうれん草を食べやすい大きさに切り、ゆでておく。
　　　（ブロッコリーは電子レンジで加熱しても良いです。）
　②　鶏肉と玉ねぎは食べやすい大きさに切り、バターを溶かした鍋でいためる。
　③　玉ねぎがしんなりしたら、火を止めて薄力粉を入れて全体にからめる。
　④　牛乳、コンソメ（顆粒）、ほうれん草、ブロッコリーを入れて、とろみが付くまで中火で煮詰め、塩・こしょ
　　うで味を調える。
　⑤　耐熱の皿に④を移してチーズを散らし、オーブントースターで表面に焼き色が付くまで焼く。
　　仕上げにお好みでパセリを散らして完成。

材料（２人分）
鶏もも肉　� 140ℊ
玉ねぎ� 60ℊ
ほうれん草� 70ℊ
ブロッコリー� 70ℊ
バター� 10ℊ
薄力粉� 大さじ 2

牛乳� 260ml
コンソメ（顆粒）� 小さじ 1
塩・こしょう� 少々
ピザ用チーズ� 20ℊ
パセリ� 適量
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はじめよう！ごみのダイエット♪

　土の中の微生物の力で生ごみを分解する「キエーロ」について、2017
年９月末からモニター 110 人の方に使用してもらい良かった点、悪かっ
た点などの声を聞き、改良されたものをあっせん販売しています。
　主な改良点は、外側の防腐塗装処理、フタの倒れ防止、側面の侵入防
止ネットの取り付けです。
　前回はモニターの声を紹介しましたが、今回は、約１年間のモニター
報告集計結果を掲載します。

　

キ
エ
ー
ロ
や
そ
の
他
の
生
ご
み

処
理
機
（
電
動
生
ご
み
処
理
機
や

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
）
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
す

生
ご
み
の
量
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

そ
の
他
に
器
具
等
を
使
わ
ず
に

で
き
る
生
ご
み
の
減
量
方
法
と
し

て
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
す
場
合

は「
し
っ
か
り
と
水
切
り
を
す
る
」

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
毎
日
１
人
当
た
り

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
２
杯

分
（
15
㏄
）
水
切
り
を
し
て
い
た

だ
く
だ
け
の
量
で
も
、
市
全
体
で

は
年
間
２
９
５
㌧
も
の
重
量
に
な

生ごみ処理機「キエーロ」

生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か
り
と

毎日１人当たりペットボトルのキャップ
２杯分の水切りで・・・

り
ま
す
。

　

こ
の
量
は
、
25
ｍ
プ
ー
ル
約
１

杯
分
相
当
と
な
り
、
家
庭
か
ら
出

る
燃
え
る
ご
み
の
総
重
量
の
３
㌫

の
量
に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
簡
単
な
こ
と
で

も
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

で
き
る
事
か
ら
始
め
て
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
、
環
境
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

　

を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

�

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

報告数
（延べ人数）

処理した生ご
みの総重量

使用期間
（延べ）

処理回数
（延べ）

１世帯当たり

処理ペース / 回 処理量 / 回 年間処理量

310 人 約 4,806kg 22,871 日 7,055 回 3.24 日 680g 76,604g

モニター数：110 人
報告期間：2017 年９月末～ 2018 年９月末の約１年間（４回に分けて報告）

　報告結果から、平均して３日に１度くらいのペースでキエーロを使い、１回当たりどんぶり２～３杯分
くらいの量の生ごみを処理されているようです。
　これにより、１世帯当たり年間 76㎏の生ごみを自家処理できたことになります。
　冬場の気温が低い時期は分解処理が少し遅くなりますが、生ごみの量が減ることで、「ごみの重さが軽
くなった」、「ごみ出しの回数が減った」など、ごみ出しが楽になったとの声も聞かれます。
　また、子どもと一緒にキエーロを使ったりして、ごみに対する意識が高まるといった面もあるようです。
　ぜひ皆さんもご利用ください。

！

市全体で 25m プール約１杯分の
ごみを減らせる！
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か
ご
し
ま
国
体
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ご

当
地
「
出
水
市
」
デ
ザ
イ

ン
が
で
き
ま
し
た
。

国体だより

　

昨
年
11
月
17
日
（
土
）
～
18
日
（
日
）

の
２
日
間
、第
24
回
出
水
市
大
産
業
祭
で
、

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
本
市
開

催
競
技
で
あ
る
弓
道
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、
親
子
連
れ
な
ど
約
７
０
０
人
の

方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

国
体
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
つ
る
の
し

ん
の
国
体
応
援
団
長
就
任
式
や
出
水
商
業

高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
国
体
ダ
ン
ス
の
披

露
が
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

大
産
業
祭
で
Ｐ
Ｒ

国
体
推
進
課
の
事
務
所
を

　
　
　
　
　
　
　
移
転
し
ま
し
た

　

国
体
お
よ
び
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
準
備
の
本

格
化
や
大
会
運
営
上
の
効
率
性
を
考
慮
し
て
、

１
月
か
ら
国
体
推
進
課
の
事
務
室
を
競
技
会
場

に
近
い
市
中
央
公
民
館
の
１
階
に
移
転
し
ま
し

た
。

�

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
出
水
市
実
行

　

委
員
会
事
務
局（
国
体
推
進
課
内
）

　
（
☎
�
４
１
８
７
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
１
８
２
）

～お願いとご案内～

看
護
師

（
正
規
職
員
）

の
随
時
募
集

　

当
院
で
は
、
す
ぐ
に

で
も
働
い
て
い
た
だ
け

る
看
護
師
の
方
に
、
３

年
以
上
勤
務
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
条
件
に
、

支
度
金
と
し
て
36
万
円

を
交
付
す
る
制
度
を
始

め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
月

は
１
月
17
日
（
木
）
野
田

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
、
１
月
31
日
（
木
）
西

出
水
小
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
、
い
ず
れ
も
午
後
６

時
30
分
か
ら
の
開
催
で

す
。

　

午
後
６
時
か
ら
健
康
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
座
談
会
）

開
催
中
！

�出水総合医療センター経営企画課（☎ 67 － 1611）
　

当
院
で
は
、
腫
瘍
等
の

治
療
を
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
放
射

線
治
療
装
置
）
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化

等
に
よ
り
患
者
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
本
年
３
月

を
も
っ
て
休
止
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ア
ッ
ク

（
放
射
線
治
療
装
置
）

の
休
止
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ジ
ャ
ン
ボ
門
松
・
早
朝
開
館

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い

ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
ジ
ャ
ン
ボ
門

松
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

元
日
は
午
前
７
時
に
早
朝
開
館
し

ま
す
。

　

ご
来
光
と
と
も
に
飛
び
立
つ
縁

起
の
良
い
ツ
ル
と
巨
大
な
門
松

で
、
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

〇
ジ
ャ
ン
ボ
門
松

　

設
置
期
間　

１
月
中
旬
ま
で

〇
早
朝
開
館

�

１
月
１
日
（
火
・
祝
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

※
通
常
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時

　

～
午
後
５
時

�

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
５
１
５
１
）

　
（
一
社
）
市
観
光
協
会

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

　

て
、
ご
来
館
の
際
は
、
車
両
消

　

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館

　

は
、入
場
料
（
大
人
２
１
０
円
、

　

中
学
生
以
下
１
０
０
円
）
が
必

　

要
で
す
。

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
博
物

館
講
座
６
「
ツ
ル
の
飛
び
立
ち
観

察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
斉
に
飛
び
立
つ
光
景
は
圧
巻

で
す
。
出
水
で
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
壮
観
を
ぜ
ひ
！

 

１
月
19
日
（
土
） 

　

午
前
６
時
30
分
～
同
８
時
30
分

 

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
（
荒
崎
）

　

お
よ
び
東
干
拓

定
員　
20
人

対
象
者　
小
学
生
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

 

無
料

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

講
師　

佐
藤　

佳
弘　

氏
（
武
蔵

　

野
大
学
名
誉
教
授
、
情
報
文
化

　

総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
）

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

女
性
の
地
位
向
上
と
明
る
く
豊

か
な
生
き
が
い
に
満
ち
た
共
生
・

協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
各
種
女
性
団
体
が
一
堂
に

集
う
「
出
水
市
女
性
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
講
演
会
も
あ
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

１
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
50
分

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容

○
活
動
事
例
発
表

○
講
演
会

　

講
師　

佐
藤　

宏
之　

氏
（
鹿

　

児
島
大
学
学
術
研
究
院
法
文
教

　

育
学
域
教
育
学
系
准
教
授
）

　

演
題
「
女
と
男
の
歴
史
学
～
過

　

去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
～
」

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
て
「
出
水
市
す
こ
や
か

な
青
少
年
を
育
む
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
じ
ん
け
ん

フ
ェ
ス
タ
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

１
月
26
日
（
土
）

　

午
後
０
時
45
分
～
同
４
時
30
分

 

市
音
楽
ホ
ー
ル
お
よ
び
市
総

　

合
体
育
館

 

無
料

内
容　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
優
良

　

子
ど
も
会
表
彰
式
、
作
文
コ
ン

　

ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
発
表
、
活

　

動
事
例
発
表
（
子
ど
も
会
・
Ｐ

　

Ｔ
Ａ
・
青
少
協
）、
人
権
啓
発

　

講
演
会
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル
体
験
教
室
（
※
市
総
合

　

体
育
館
）

人
権
啓
発
講
演
会
（
午
後
３
時
～

　

同
４
時
25
分
）

演
題　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

　

る
人
権
侵
害
～
便
利
と
い
う
こ

　

と
は
危
険
と
い
う
こ
と
～
」

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

市
女
性
大
会

す
こ
や
か
な
青
少
年
を

育
む
集
い

お
正
月
は
ツ
ル
観
察
セ

ン
タ
ー
へ
♪

ツ
ル
の

　
飛
び
立
ち
観
察
会

　

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

第
35
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

 

１
月
20
日
（
日
）　

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分

 

市
文
化
会
館

 

３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

曲
目　
吹
奏
楽
の
た
め
の
交
響
詩

　
「
ぐ
る
り
よ
ざ
」、「
西
郷
ど
ん
」

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ　

ほ
か

 

北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン

　

ド
事
務
局

　
（
☎
�
２
７
４
２
：
松
尾
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
　

　

http://hsb1.jim
do.com

/

　

Facebook

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.facebook.

　

com
/hokusatsu.sb/

吹
奏
楽
団
の
演
奏
会
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出
水
市
飲
食
業
組
合
と
川
端
通

り
会
で
は
、
合
同
の
新
春
祈
願
祭

を
開
催
し
ま
す
。

 

２
月
１
日
（
金
）

　

午
後
６
時

 

出
水
公
会
堂

内
容　
焼
酎
な
ど
の
振
る
舞
い
酒

　

節
分
豆
ま
き　

ほ
か

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

出
水
市
飲
食
業
組
合

　
（
☎
�
１
５
１
１
（
ホ
テ
ル
キ

　

ン
グ
内
））

　

川
端
通
り
会
（
☎
�
０
０
０
１

　
（
金
子
酒
店
内
））

　

環
境
省
と
本
市
の
共
催
で
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
リ
ス
ク

管
理
の
強
化
や
ツ
ル
渡
来
地
の
現

状
を
伝
え
る
新
し
い
ツ
ル
観
光
を

試
行
す
る
社
会
実
験
を
「
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
出
水
ツ
ル
フ
ェ
ス
タ
」

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
ツ
ル
渡
来
地
で
の
交
通

規
制
を
実
施
し
ま
す
。
ご
不
便
・

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

１
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
30

　

分

　

２
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
30

　

分
規
制
対
象　

観
光
車
両
（
バ
ス
、

　

タ
ク
シ
ー
、
身
障
者
車
両
等
を

　

除
く
。）

※
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
、

　

交
通
規
制
エ
リ
ア
を
除
き
、
す

　

べ
て
の
車
両
の
通
行
が
可
能
で

　

す
。

　

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
出
水
ツ
ル

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ツ
ル
観
察
セ
ン

タ
ー
か
ら
小
・
中
学
生
の
「
ツ
ル

ガ
イ
ド
博
士
」
や
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
案
内
す
る
「
ガ
イ
ド
付

き
ツ
ア
ー
バ
ス
」
を
運
行
し
、
ツ

ル
渡
来
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
ほ
か
、
参
加
者
は
ツ
ル
観
察

セ
ン
タ
ー
と
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
に

入
館
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ツ
ル
観

察
セ
ン
タ
ー
の
売
店
・
特
産
品
館

に
加
え
、
フ
ェ
ス
タ
開
催
日
は
ク

レ
イ
ン
パ
ー
ク
に
も
飲
食
店
や
土

産
物
な
ど
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
運
行
時
間　
午
前
９
時
30
分

　

～
午
後
４
時
（
30
分
間
隔
）

※
所
要
時
間
40
分
、
各
回
20
人

 

　

一
般　
　
　
　
　

３
２
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

２
５
０
円

　

小
中
学
生　
　
　

１
２
０
円

 

環
境
省
出
水
自
然
保
護
官
事

　

務
所
（
☎
�
８
９
７
７
）

　

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
出
水
ツ
ル

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
併
せ
、
ツ
ル

と
共
生
す
る
持
続
的
な
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
か
ら
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
を
目
的
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

２
月
１
日
（
金
）
午
後
６
時

　

～
同
８
時
30
分

 

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

 

無
料

定
員　
80
人

※
申
し
込
み
不
要

講
演
概
要　
鶴
荘
学
園
・
高
尾
野

　

中
学
校
の
ツ
ル
の
調
査
に
関
わ

　

る
生
徒
の
発
表
の
ほ
か
、
北
海

　

道
鶴
居
村
か
ら
タ
ン
チ
ョ
ウ
と

　

の
共
生
を
目
指
し
た
地
域
づ
く

　

り
、
ま
た
、
根
室
の
地
元
漁
師

　

が
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
始

　

め
た
ク
ル
ー
ズ
に
よ
る
地
域
お

　

こ
し
の
挑
戦
に
つ
い
て
講
演
し

　

ま
す
。

 

日
本
生
態
系
協
会

　
（
☎
０
８
０

－

２
０
３
０

－

０

　

１
６
３
）

ツ
ル
渡
来
地
へ
の

　
　
立
入
規
制
の
実
施

ツ
ル
渡
来
地
・
出
水
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
春
祈
願
祭

１月の植木市
〇出水植木市場（ゴルフ場近く）
　１月 12 日、22 日

〇高尾野植木市場（ＪＡ本所近く）
　１月 17 日、27 日

セリには誰でも参加できます。
ぜひご来場ください♪

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

１
月
10
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

行
政
相
談
委
員
に

　
　
相
談
し
ま
せ
ん
か

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談
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市
で
は
、
住
民
主
体
の
介
護
予

防
教
室
「
出
水
こ
け
ん
塾
」
の
立

ち
上
げ
を
お
手
伝
い
し
て
お
り
、

現
在
、
市
内
22
カ
所
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
「
出
水
こ
け
ん
塾
」
の
こ
ろ
ば

ん
体
操
を
と
お
し
て
、
介
護
予
防

の
重
要
性
を
学
び
、
高
齢
者
が
集

う
場
や
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
、
介
護
が

　

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み

　

慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
続
け
る

　

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

　

め
の
地
域
づ
く
り
の
こ
と
で

　

す
。

 

２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
か
ら
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

内
容

〇
「
出
水
こ
け
ん
塾
」
の
紹
介

〇
こ
ろ
ば
ん
体
操
の
実
演

〇
講
演

　

講
師　

岡
山　

隆
二　

氏
（
天

　

の
杜
合
同
会
社　

業
務
執
行
役

　

員
）

　

演
題　

地
域
づ
く
り
に
よ
る
介

　

護
予
防
に
つ
い
て
（
仮
題
）

対
象
者

　

介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る
方

そ
の
他

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
元

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

 

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
５
３
）

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
40
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
特
定
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

各
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別

健
診
は
、
受
診
期
限
が
１
月
31
日

ま
で
で
す
の
で
、
本
年
度
の
健
診

を
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

個
別
健
診
の
受
診
料

○
70
歳
未
満　

１
５
０
０
円

○
70
歳
以
上　

７
０
０
円

　

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方

は
、
通
院
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

に
情
報
提
供
票
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
個
別

健
診
受
診
票
お
よ
び
情
報
提
供
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
本
市
の
特
定
健
診
の

受
診
率
は
42
・
１
㌫
で
、
国
が
定

め
た
目
標
受
診
率
60
㌫
に
は
ま
だ

ま
だ
届
か
な
い
状
況
で
す
。

　

昨
年
度
の
地
区
別
の
受
診
率
と

健
診
検
査
結
果
は
次
の
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

特
定
健
診
を
受
診
し
よ

う
（
国
民
健
康
保
険
）

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
、
特
定
健
診
を
毎

年
受
け
ま
し
ょ
う
！

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

2017 年度　特定健診検査結果
2017 年度　特定健診地区別受診率

　

市
で
は
、
１
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
幼
児
（
１
期
）
お
よ
び
来
年
度

小
学
校
に
入
学
す
る
方
（
２
期
）

を
対
象
に
、
麻
し
ん
風
し
ん
予
防

接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
、
予
診
票
が
届
き
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

※
昨
年
春
ご
ろ
に
沖
縄
で
流
行
し

　

た
麻
し
ん
や
全
国
で
流
行
し
た

　

風
し
ん
は
、
ど
ち
ら
も
予
防
接

　

種
で
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

　

る
感
染
症
で
す
。

対
象
期
間

〇
１
期　

１
歳
の
誕
生
日
か
ら
２

　

歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

〇
２
期　

小
学
校
入
学
前
年
度
の

　

末
日
（
３
月
30
日
）
ま
で

接
種
費
用　
期
間
内
は
無
料

そ
の
他

〇
１
期
の
予
診
票
は
、
接
種
開
始

　

時
期
に
市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

〇
２
期
の
予
診
票
は
、
昨
年
４
月

　

に
対
象
者
に
送
付
済
で
す
。

※
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

　

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の

　

上
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

 

市
健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン

　

タ
ー
内
）（
☎
�
４
０
４
３
）

予
防
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん

地
域
包
括
ケ
ア

　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

からいも交流・春　ホストファミリー募集
　日本在住の留学生を全国から南九州に招いて、さまざま
な交流体験をします。
　ホストファミリーとして受け入れてみませんか。
受入期間　３月３日（日）～同 17 日（日）
応募期限　１月 31 日（木）
�NPO法人からいも交流　北薩ブロック担当
　�斎藤（☎ 090 － 1926 － 8380）
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出
水
市
上
鯖
渕
６
２
１
番
地
４

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
０
７
９
）

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

hokuhou@
ial.itkeeper.

　

ne.jp

　
「
第
12
回
出
水
ス
ポ
ー
ツ
杯
女

性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

冬
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

 

２
月
16
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

市
総
合
体
育
館

対
象
者　
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

　

除
く
）
の
女
性

※
１
チ
ー
ム
９
人
以
内
（
監
督
・

　

選
手
・
補
欠
を
含
む
）

 

１
５
０
０
円

　
（
１
チ
ー
ム
当
た
り
）

募
集
期
限　
２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
５
時

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・

 

市
総
合
体
育
館

　
（
☎
�
２
１
４
４
）

　

北
薩
法
人
会
に
よ
る
、「
第
５

回
早
春
の
出
水
を
歩
こ
う
！
出
水

麓
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

２
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

※
受
付　

午
前
７
時
30
分
～

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　
出
水
駅
西
口
広
場

コ
ー
ス　
特
攻
碑
公
園
、
出
水
麓

　

武
家
屋
敷
群
な
ど
を
巡
る
約
10

　

キ
ロ
㍍
の
コ
ー
ス

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

定
員　
２
０
０
人

参
加
料

　

中
学
生
以
上　

千
円

　

小
学
生　

５
０
０
円

　

未
就
学
児　
　

無
料

 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
ま
た
は
未
就
学
児
の
参

　

加
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
、

　

そ
の
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ

　

い
。

・

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

麓
武
家
屋
敷
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
の
参
加
者
募
集

出
水
ス
ポ
ー
ツ
杯

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
現
在
未
利
用
の
市
有

地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま

す
。

　

入
札
資
格
を
満
た
す
方
は
、
ど

な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

市
有
地
を
売
り
ま
す

物件
番号 所　在　地 登記

地目
公簿面積
（㎡）

最低売却価格
（円）

１号 上鯖渕 1568 番３ 鉄軌道 162.00 891,000

２号 上鯖渕 1569 番５ 鉄軌道 206.00 1,133,000

３号 黄金町 787 番 1 宅地 2,232.11 15,624,000

４号 向江町 254 番 1 宅地 419.12 5,071,000

５号 向江町 254 番 5 宅地 409.97 4,960,000

６号 上知識町 604 番
（住宅込み） 宅地 343.33 5,149,000

７号 大野原町 23 番 2 宅地 410.76 6,161,000

８号 柴引 2748 番３ 宅地 282.89 1,711,000

９号 下高尾野 1094 番７ 宅地 493.35 5,180,000

10 号 荘 3661 番 17 宅地 252.09 882,000

11 号 江内 6044 番５ 宅地 305.93 1,223,000

12 号 江内 6044 番６ 宅地 418.12 1,672,000

13 号 江内 6044 番７ 宅地 334.15 1,336,000

14 号 上名 506 番 宅地 471.92 2,123,000

 

２
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

※
各
物
件
入
札
参
加
者
が
１
者
の

　

場
合
で
も
入
札
は
行
い
ま
す
。

 

市
役
所
本
庁
舎
２
階　

　

２
０
２
会
議
室

入
札
物
件　
次
の
表
の
と
お
り

現
地
説
明
会　
現
地
説
明
を
希
望

　

さ
れ
る
方
は
、
本
庁
財
政
課
管

　

財
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
説
明
書
の
交
付

○
入
札
に
必
要
な
物
等
は
、
事
前

　

に
必
ず
入
札
説
明
書
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

○
入
札
説
明
書
は
、
次
の
場
所
で

　

随
時
交
付
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

　

き
ま
す
。

交
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
財
政
課

　
（
☎
�
４
０
２
６
）
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利
用
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

『
農
地
「
貸
し
た
い
」「
借
り
た
い
」

総
点
検
』
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
中
で
す
。

　

農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
農
地
所
有
者
等

の
お
宅
に
お
伺
い
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
４
１
０
２
）

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
徴

収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税（
以
下｢

源
泉
所
得
税
等｣

）

は
、
給
与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の

翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
付
す
べ
き
税

額
が
な
い
場
合
で
も
、
翌
月
10
日

ま
で
に
納
付
書（
給
与
所
得･

退
職

所
得
の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
）

を
税
務
署
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
ま

た
は
郵
送
等
に
よ
る
提
出
も
で
き

ま
す
）。

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人

未
満
の
事
業
所
で
は
、
一
定
の
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉

所
得
税
等
の
納
付
を
年
２
回
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る｢

納
期
の

特
例｣

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

を
指
定
し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、
土
石

流
、
地
す
べ
り
）
か
ら
国
民
の
生

命
・
身
体
を
守
る
た
め
に
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
を
明
ら
か
に
し
、
危
険
の
周

知
、
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
今
回

は
次
の
地
区
に
つ
い
て
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

１
月
31
日
（
木
）
午
後
７
時

 

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

指
定
対
象
区
域　

大
川
内
地
区
、

　

東
出
水
地
区
、
丸
塚
・
小
木
場

　

地
区

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
や
、
遊
休
農
地
の
解

消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進

を
重
点
と
し
た
「
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
」
を
円
滑
に
進
め
る
に

当
た
り
、
農
地
所
有
者
等
の
農
地

　

納
期
の
特
例
制
度
を
選
択
さ
れ

て
い
る
場
合
、
７
～
12
月
に
源
泉

徴
収
し
た
源
泉
所
得
税
等
の
納
付

期
限
は
、
１
月
21
日（
月
）と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用

料
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
源

泉
徴
収
票
や
支
払
調
書
な
ど
の
法

定
調
書
を
一
年
分
取
り
ま
と
め
て

税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
年
中
の
支
払
い
に
係
る
法
定

調
書
の
提
出
期
限
は
、
１
月
31
日

（
木
）で
す
。

　

法
定
調
書
の
提
出
義
務
者
は
、

原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払
い
を

受
け
る
方
お
よ
び
支
払
者
等
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
法
定

調
書
の
種
類
ご
と
に
、
前
々
年
に

提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
当
該
法
定

調
書
の
枚
数
が
１
０
０
０
枚
以
上

で
あ
る
法
定
調
書
に
つ
い
て
は
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク

等
に
よ
る
提
出
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
医
療
費
の
領
収
書
を
添
付
ま

た
は
提
示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
代
わ
り
に｢

医
療
費
控
除

の
明
細
書｣

を
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
等
の
領
収
書（
医
療
費

通
知
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
つ

い
て
は
、
後
日
、
税
務
署
か
ら
提

出
ま
た
は
提
示
を
求
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
期
限

等
か
ら
５
年
間
、
ご
自
宅
等
で
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
指

定
」
説
明
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
と
納
付

法
定
調
書
の
提
出
は

　
　
　
お
忘
れ
な
く
！

医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
の
添
付
が

必
要
で
す

竹
た け だ

田　佳
か よ

代さん
出水市の好きなところは？
　自然が豊かで食べ物がおい
しいところが自慢です。特に
みかんとのりが大好きです。
出水市に望むことは？　
　ペットと安心して一緒に過
ごせるような、明るくてきれ
いな公園があればいいなと思
います。

　

市
で
は
、
現
在
各
地
で
市
政
座
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
野
田
地
区

で
の
開
催
日
を
変
更
し
ま
す
。

�

２
月
７
日
（
木
）　　

→　
　

２
月
５
日
（
火
）

※
午
後
７
時
か
ら
90
分
程
度　
　

�

野
田
支
所
大
会
議
室

�

本
庁
企
画
政
策
課
（
☎
�
４
０
２
１
）

本
年
度
市
政
座
談
会
の
開
催
日
を
変
更

15 14広報いずみ2019（平成31年）１月 広報いずみ2019（平成31年）１月



手
口
を
理
解
し
だ
ま
さ
れ
な
い

　

詐
欺
・
悪
徳
商
法
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
口
で
あ
な
た
の
財
産
を
狙
っ
て

い
ま
す
。

　

手
口
を
理
解
し
「
消
費
者
力
」
を

身
に
付
け
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
高
額
の
入

会
金
や
利
用
料
を
振
り
込
ま
せ
る
詐

欺
で
す
。

〇
一
度
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
お
金

　

を
請
求
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
じ

　

ら
れ
て
い
る
の
で
、
払
う
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

〇
請
求
書
が
画
面
か
ら
消
え
な
い
場

　

合
は
、
情
報
処
理
推
進
機
構
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
み

　

ま
し
ょ
う
。

架
空
請
求

　

は
が
き
や
封
書
・
電
子
メ
ー
ル
な

ど
で
、
告
訴
取
り
下
げ
費
用
・
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
利
用
料
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
名
目
で
金
銭
を
要
求
し
て
き
ま

す
。

〇
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
ま

　

し
ょ
う
。

〇
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
や
電
話
は
絶

　

対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。（
相

　

手
に
情
報
を
あ
た
え
て
し
ま
い
ま

　

す
。）

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
」
な
ど
と
声

を
掛
け
て
、
高
額
商
品
や
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
勧
誘
を
し
ま
す
。

〇
勧
誘
員
の
言
葉
に
気
軽
に
応
じ
て

　

は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
無
視
を
す
る
の
が
一
番
効
果
的
で

　

す
。

無
料
商
法

　
「
今
だ
け
無
料
」
と
、
チ
ラ
シ
な

ど
で
勧
誘
し
、
結
局
、
高
額
な
商
品

を
契
約
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

〇
「
無
料
」
や
「
タ
ダ
」
と
い
っ
た

　

極
端
に
安
い
こ
と
を
強
調
し
た
チ

　

ラ
シ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
契
約
し
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

や
中
途
解
約
が
で
き
る
こ
と
も
あ

　

る
の
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

　

ど
に
す
ぐ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、マ
ル
チ
商
法
・デ
ー

ト
商
法
・
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー

ル
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
接
触
方
法

で
好
意
や
恋
愛
感
情
に
つ
け
込
み
、

販
売
組
織
へ
の
勧
誘
や
、
高
額
商
品

を
売
り
つ
け
よ
う
と
し
ま
す
。

　

断
り
切
れ
ず
入
会
・
購
入
等
し
て

も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解

約
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
す

ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

若
者
を
狙
う
、
詐
欺
・
悪
質

商
法
の
手
口
を
知
ろ
う

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）
を
支
給
事
由
と
す
る
公

的
年
金
は
、
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。
老
齢
年
金
を
受
け
て
い

る
方
に
は
、
１
年
間
の
年
金
支
払

総
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
源
泉
徴
収

票
が
１
月
中
旬
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
票

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
川
内
年
金

事
務
所
へ
依
頼
す
る
こ
と
で
再
発

行
が
可
能
で
す
が
、
後
日
郵
送
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
に
関
す
る
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

「
年
金
手
帳
」
と
「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
」
が
届
き
ま
す
の
で
、

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
、
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
以
外
に
も
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
可
能

で
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
年
金

担
当
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」、「
納
付
猶
予
制
度
」

な
ど
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
被
保

険
者
関
係
届
書
と
一
緒
に
申
請
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

20
歳
の
国
民
年
金
加
入
手
続
き

　

日
本
国
内
在
住
の
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
方
や
厚
生
年
金
等
加
入
中
の
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を
除

き
、
20
歳
に
な
っ
た
方
は
国
民
年

金
第
1
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
被
保

険
者
関
係
届
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
加
入
手
続
き
後
に

開 催 日　２月 28 日（木）
開 催 場 所　本庁１階多目的ﾎｰﾙ１
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3時 30 分

（正午～午後 1時除く）
相談内容
老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
����☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18
人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

２月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

�

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）
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「にじいろのはな」 作：マイケル・グレイニエツ 

去る 月 日（日）「わくわ

く☆おはなしフェスタ」を音楽ホー

ルで開催しました。これは、子ども

たちが読書に親しみ感性豊かな心

を育むために、読み聞かせなどをと

おして本の世界に触れる機会を作

ろうというものです。当日は、読書

ボランティアや親子読書会など７

団体の発表や読書に関する特別講

演が行われ、約 人の方にご来

場いただきました。訪れた方々の笑

顔が印象的な、温かい時間でした。
 

江内小学校おむすび親子読書会 
「さるかにがっせん」「すてきな宝物」 

大川内中学校文芸サークル 
「ハッピー☆クローバー」 

「続・ハル君の冒険」 

出水市立図書館 
「おてらのつねこさん」 

多くのご来場 
ありがとうございました！！ 

   
 
 
 
 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問合せ先

読書推進室

電話 ６３－４１２１

６３－２２０２

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

小さいころ入院していたときに、プレイルーム

でこの本をよく読んでもらっていました。お母さ

んは僕が大きくなったら、にじいろの花のように

みんなの役に立てるようになってほしいなと話し

ていました。僕にとってこの本は、自分を明るく、

元気づける本だと思います。 

下水流小学校親子読書会「ひだまり」 
「だーれ？」「へんしんおんせん」  

おはなしボランティア「紙ふうせん」  
「ももの里」 

西出水小学校親子読書会 
「夢のポケット」 

「ないたあかおに」 

蕨島小学校読書会 
「ちりんのすず」 

「手のひらを太陽に」 

特別講演  
講師：木いちご文庫代表 黒瀬 圭子 氏 
演題：生きる力を育てる読書  

～子どもと本をつなぐ人へ～ 

切通小学校とおはなしボランティ

アグループ「紙ふうせん」が日頃の

読書推進活動への取り組みを評価

され、2018 年度鹿児島県図書館

大会にて「子どもの読書活動推進

優良校」、「子どもの読書活動推進

優良団体」として表彰されました。

おめでとうございます。 
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蔵書点検による休館のお知らせ
　市中央図書館では、蔵書（図書資料）整理・点
検のため、次のとおり休館します。

１月 21日（月）～１月 30日（水）
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図書
館の大切な仕事の一つですので、ご理解ください
ますようお願いします。

≪幼児・小学生≫
●スケッチブック　　　　　　　　　ちば　るりこ　作
●あいさつできるよ　　　リチャード・スキャリー　作
●ぼくとニケ　　　　　　　　　　　　片川　優子　著
●１００年たったら　　　　　　　　　石井　睦美　文
●まぼろしえほん　　　　　　　　井上　洋介　作・絵
●トンネルの向こうに　　　マイケル・モーパーゴ　作
●おばあちゃんのわすれもの　　　　　　　森山　京　作
●それしかないわけないでしょう　ヨシタケ　シンスケ　著
●野生のロボット　　　　ピーター・ブラウン　作・絵
●みけねえちゃんにいうてみな　　　村上　しいこ　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
●アポロンと５つの神託２　闇の予言　リック・リオーダン　著
●少年少女のためのミステリー超入門　　芦辺　拓　著
●この川のむこうに君がいる　　　　　濱野　京子　作

・・・・・等
≪一般≫
●海とジイ　　　　　　　　　　　　　　藤岡　陽子　著
●かけらのかたち　　　　　　　　　　　深沢　潮　著
●不良老人の文学論　　　　　　　　　筒井　康隆　著
●ダンシング・マザー　　　　　　　　内田　春菊　著
●いつか深い穴に落ちるまで　　　　山野辺　太郎　著
●はんぷくするもの　　　　　　　　　日上　秀之　著
●草々不一　　　　　　　　　　　　朝井　まかて　著
●雨上がり月霞む夜　　　　　　　　　西條　奈加　著
●昨日がなければ明日もない　　　　宮部　みゆき　著
●柳は萌ゆる　　　　　　　　　　　　平谷　美樹　著
●天下普請　　　　　　　　　　　　　　稲葉　稔　著
●曙光を旅する　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
●フーガはユーガ　　　　　　　　　伊坂　幸太郎　著
●愉楽にて　　　　　　　　　　　　　林　真理子　著
●針と糸　　　　　　　　　　　　　　　小川　糸　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 １月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

12月29日～
1月4日
21日～30日
（蔵書点検のため）

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時

12月29日～
1月4日

18日野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

１月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

9、16日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

8日（火）、22日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

10、17、24、31日
午後４時～

だっこでギュッ お休みです

夜のおはなし会 23日（水）午後7時～

2019 年１月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

１月

第３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

15日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
16日菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30

ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

17日
上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
不動野集落 14：55～15：15

第２
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
10日受口自治公民館 10：40～11：00

熊野神社前 14：10～14：30

第２
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

11日
元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
米ノ津駅前広場 14：55～15：15

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

　図書館では、２月28日（木）まで、貸出冊数は無
制限に、貸出期間は３週間となっております。
　皆さまのご来館をお待ちしております。

貸出冊数無制限実施中！

17 16広報いずみ2019（平成31年）１月 広報いずみ2019（平成31年）１月



　出水ロータリークラブ 　寄贈は、出水ロータリークラブの50周年記念事業の

から出水市防犯協会に防 一環として行われたもので、式終了後は出席者が拍手

犯広報車が寄贈されまし で見送る中、隊員が新広報車でパトロールに出発しま
た。 した。
　11月27日（火）、市役 　旧広報車も30周年記念事業で頂いたもので、再度の

所で贈呈式が行われ、西 寄贈となりました。

池大生会長から防犯協会 　出水ロータリークラブの皆さん、ありがとうござい

長の椎木伸一出水市長に ました。安全で安心な出水の街づくりのために大事に

目録が手渡されました。 活用させていただきます。

※（　）内の数字は前年同期比

＜平成３１年１月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

２０１８年

＜出水警察署管内＞　　　　   　

発生件数 死　者

（暫定値）

負傷者

交通事故発生状況（人身）

出水市防犯協会６３－１５００問い合わせ先

２０１８年
11 月 中 (±0)

11月末累計

西池会長と椎木会長

新しい防犯広報車

防犯広報車寄贈
＜出水ロータリークラブ５０周年記念事業＞

謹 賀新 年 ☃

今年もよろしくお願い申し上げます

スマートフォンにはフィルタリング
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タ
ス
キ
と
一
緒
に
笑
顔
を
つ
な
ぐ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
＋ 

２
０
１
８

　

11
月
10
日
、
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴

＋（
ラ
ン
と
も
プ
ラ
ス
）出

水
ス
テ
ー
ジ
が
、
ク
レ
イ

ン
パ
ー
ク
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
認
知
症
の
人

も
そ
う
で
な
い
人
も
、
み

ん
な
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い

で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

市
内
の
介
護
事
業
所
の

利
用
者
と
そ
の
家
族
や
職

員
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
な
ど
が
参
加

し
、認
知
症
の
人
や
家
族
、

支
援
者
な
ど
が
少
し
ず
つ

リ
レ
ー
し
な
が
ら
、
笑
顔

で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。

　11月25日、第36回市民駅伝大会が市陸上競技場お
よび周辺コースで開催されました。
　大会当日は、好天に恵まれ、走りやすいコンディ
ションの中、69チーム約480人のランナーが思い思
いのペースで７区間を駆け抜けました。
　沿道では、多くの方々が応援してくださり、大変
盛り上がった大会となりました。

タ
ス
キ
に
思
い
を
込
め
て

た
か
お
の
鶴
駅
伝
大
会

　11月23日、高尾野川ジョギングロードで「たかお
の鶴駅伝大会」が開催されました。
　36回目となる今大会には、52チームが参加し、健
脚を競い合いました。
　選手たちは、沿道からの仲間や同僚、家族からの
声援を背にゴールを目指して、思いの込もったタス
キをつないでいました。

健
脚
を
競
う

第
36
回
市
民
駅
伝
大
会

　11 月 17 日、鶴荘学園、高尾野中学校およびツル
保護会による第２回羽数調査が行われ、22 季連続
の万羽ヅルの渡来を確認しました。調査結果は、ナ
ベヅル 12,530 羽、マナヅル 89 羽、クロヅル 10 羽、
カナダヅル４羽、ナベクロヅル１羽の合計 12,634
羽でした。12 月 15 日に行われた第５回羽数調査で
は、合計 12,921 羽を確認しました。

周
遊
バ
ス
運
行
開
始

出
水
市
観
光
協
会

　12月１日、出水駅発着でツル観察センターや公開
武家屋敷の竹添邸などの観光地を巡る周遊バスの出
発式が同駅西口バス乗り場でありました。周遊バス
は１日６便で、２月末まで運行します。終日乗降で
きる１日周遊プランは大人1000円、小学生500円（未
就学児は無料）。ツル観察センターとクレインパー
クの入館料込みで、お得に観光できます。

22
季
連
続
万
羽
ヅ
ル

ツ
ル
羽
数
調
査
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　12月２日、野田農産加工施設およびその周辺で「第
14回野田郷むらまつり」が同実行委員会主催で開催
されました。
　野田地域内で生産された農産物や農産加工品など
が展示即売されるとあって、多くの買い物客でにぎ
わいました。そのほか、米のすくいどりやきなこ餅
の無料配布などさまざまな催しもありました。

多
彩
な
演
目
を
披
露

江
内
ま
つ
り

　12月９日、「第12回江内まつり」が同実行委員会主
催で開催されました。
　江内体育館で行われた演芸大会では、太鼓演奏、
ダンス、舞踊など多彩な演目が披露され、会場は、
大きな拍手に包まれていました。
　また、同駐車場では、パトカーなどの緊急車両の
展示、農産物やお菓子の販売などがありました。

　11月30日、生産者が真心を込めて作った本市の特
産品を全国へお届けする「ツルの恩返し便」の出発式
が行われました。
　お茶やみかんなどの特産品が詰められた箱がト
ラックにひとつひとつ丁寧に積み込まれ、第１便と
して441セットが発送されました。
　売り上げの一部はツル保護に役立てられます。

ツ
ル
の
ま
ち
か
ら
届
け
ま
す

ツ
ル
の
恩
返
し
便
出
発
式

　11月17日と18日、陸上競技場周辺で恒例の大産業
祭が開催されました。
　メイン会場の特設テントには、みかんやお菓子な
ど地元の特産品が所狭しと並び、多くの買い物客で
にぎわいました。また、友好都市の北海道釧路市・
山口県周南市、姉妹都市の大韓民国順天市、交流都
市の宮崎県都城市の特産品販売も大盛況でした。

大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
う

大
産
業
祭

　11 月５日、友好都市を締結している山口県周南
市からキャラバン隊２人が本市を訪れました。キャ
ラバン隊は、全国 47 都道府県 58 自治体を巡り、しゅ
うニャン市※の魅力をＰＲしたようです。
※しゅうニャン市　みんなが居心地よく暮らせる
「人がネコになれるまち」を目指してネーミングし
た周南市の愛称。

走
れ
・
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市

山
口
県
周
南
市
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

　11月８日、市文化会館で参加型コンサート「チー
ミーのうきうきミニライブ＆ｋｉｄｓ　ｍｅｅｔ　
ｊａｚｚ！」が開催されました。
　市内外の幼稚園・保育園23園の園児や家族が来場
し、ジャズの曲調にあわせて歌ったり、踊ったり、
ゲームをしたり、全身を動かしてのコンサートに会
場は一体となり、笑顔にあふれていました。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

市
自
主
文
化
事
業

野
田
の
味
覚
、大
集
合

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

がん

ばろ
う！くまもと・おおいた   　

　
　
まけんばい！くまもと・おお

いた

DRIVING SCHOOL

水俣自動車学校
0966 63-3264 FAX 0966

〒867-0046　熊本県水俣市山手町1丁目8番1号

熊本県公安委員会指定 ㈲サン自動車興業

63-3245TEL

至出水 至芦北国道３号線

水俣駅
ハ
マ
ス
パ
ー
マ
様

ロ
ー
ソ
ン
様 岡部病院

様

ハ
マ
ス
パ
ー
マ
様

JNC/チッソ正門

肥薩おれんじ鉄道

水俣自動車学校スクールバス送迎員募集

■入校手続きに必要なもの
　○本籍地記載の住民票（マイナンバー
　　不記載のもの）１通と免許証
　○印鑑（シャチハタ不可）
　○眼鏡等（視力検査を行います。
　　瞳強調用コンタクト、カラーコンタクト不可）

■入学受付
　午前９時から午後７時電話申し込み可

■入学日
　水曜日･土曜日の午後１時（午前９時の場合あり）
　※但し、祝日の場合は変更あり

２
大
特
典

･早期申込み割引

･技能教習追加料金不要
平成30年11月１日から平成31年３月31日まで
※仮免許不合格者と検定不合格者については、再受験料・再検定料
　が必要となります（右記参照）。

ご利用になれるカードは
次のとおりです

平成30年11月１日から平成31年１月31日までの申込み

◎内定･就職がお決まりの方は、
来年５月からのお支払いが可能です。

スキップローン

○お支払いに
　ついてはご相談
　ください。英語･中国語での英語･中国語での外国の

方も
仮免学科試験が
受験できます！

•入学後、中途で退学される場合は、使い残りの技能教習料及び学科教習料についてのみ
　払い戻しいたします。
•追加（延長）技能料金は一切必要ありません。（20歳以上の一般生徒を除く。）
•技能検定（修了検定･卒業検定）に不合格となった場合、再検定料（★）が必要となります。
•仮免学科試験に不合格となった場合、再受験手数料（★）が必要となります。
•技能教習の無断キャンセルは、キャンセル料（★）が必要となります。
　ただし、事前に連絡があった場合は不要となります。
•一般の方の夜間コース（17時30分～）は、夜間割増料金（★）が必要となります。 ※学生は不要です。
•高速教習は、運転シミュレーターを使用しての教習です。

送迎無料
時間･経路については、
お客様のご都合に
合わせて運行します。
（八代・芦北･出水･伊佐方面
　の方はご相談ください）

クレジットカードでの支払いが
可能になりました
クレジットカードでの支払いが
可能になりました

（★） 詳細は別途おたずねください。

普通自動車免許（第一種）

生徒募集
（学生対象）

新年あけまして
おめでとうございます

新年は１月４日より営業しております
（１月５日は朝９時からの入学式となります）
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

津つ

げ下　

惺る

い

と斗
（
麗

菜
）

跡あ
と
が
み上　
　
　

湊
み
な
と

（
涼
太
・絵
理
）

宮み

や

た田　

青は

る

く空
（
佳
典
・花
子
）

中な
か
し
お塩　

王わ

か

は啓
（
博
一
・留
美
香
）

久く
げ
も
と

下
本　

昊こ

う

し司
（
幸
平
・里
美
）

橋は
し
ぐ
ち口　

紫す

み

れ乙
（
真
也
・
愛
）

瀨せ

と戸　

琥こ

は

く珀
（
恭
太
・か
り
ん
）

坂さ
か
わ
き脇　

侑ゆ

め芽
（
祐
介
・智
美
）

牧ま
き
う
ち内　

耀よ
う
だ
い大
（
健
二
・
綾
）

田た
が
し
ら頭　

佳か

す

み純
（
謙
一
・円
香
）

川か
わ
し
ま島　

大や

ま

と和
（
龍
二
・仁
美
）

上う
え
む
ら村　

凉り
よ
う
や也
（
一
貴
・美
咲
）

堂ど
う
わ
き脇　

叶か

な

た逞
（
竜
光
・香
依
）

井い

が

わ川　

華は

る

の乃
（
翼
・
綾
華
）

緒お

が

た方　

結ゆ

え笑
（
武
史
・由
菜
）

中な
か
む
ら村　

凉す

ず

か華
（
善
郎
・香
織
）

飯い
い
ほ
し干　

優ゆ

う

ひ陽
（
良
・
真
紀
）

島し
ま
さ
き嵜　

悠ゆ

う

は華
（
達
也
・花
子
）

肝き
も
つ
き付　

七な

ゆ柚
（
賢
士
郎
・未
来
）

鬼お
に
つ
か塚　
　
　

昴
す
ば
る

（
賢
一
・明
日
香
）

東ひ
が
し
や
ま山　

凛り

つ

き月
（
杏
佑
・は
づ
き
）

福ふ
く
う
ら浦　

陽は
る
ち
か央

（
大
樹
・美
月
）

花は
な
さ
き﨑　

千ち

え恵
（
公
彦
・陽
香
）

衜み
ち
う
え上　

　
　

侑
た
す
く

（
和
幸
・志
穂
）

高た
か
じ
よ
う城　
　
　

岳が
く

（
健
太
・朋
美
）

永な
が
い
わ岩　

来ら

い

き絆
（
広
幸
・絵
美
）

（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

佐　

藤　

義　

男
70

上
町
住
宅

迫　

田　

キ
ミ
子
85

横

尾

松　

岡　

ミ
キ
ヱ
95
元
町（
出
水
）

山　

村　

榮　

敏
98

平
松
西

溝　

上　
　
　

豊
52

木

串

末　

増　

義　

憲
86

籠
土
山

牧　
　
　

一　

馬
90

大

日

丸　

内　

ハ
ル
ミ
87

上
山
崎

竹　

中　
　
　

盛
88

下

中

房　

村　
　
　

昇
80

下
平
野

濵　

畑　

康　

正
69

旭

赤　

塚　

和　

弘
72

上

場

榮　
　
　

治　

男
84
元
町（
出
水
）

椿　
　
　

年　

男
72

浦

窪

奈　

須　

ハ
ツ
子
89

栄

町

松　

本　

ヨ
シ
子
95

沖

田

新　

山　
　
　

保
54

六
月
田
中

川　

邉　

功　

雄
84
八
幡（
野
田
）

田　

浦　

京　

子
91

華
の
家

永　

畑　

親　

良
63

柳
ヶ
水

渡　

辺　
　
　

明
95

木

串

奥　

村　

春　

美
34

中

郡

藤　

本　

キ　

ヨ
101

西
之
口

大　

田　

成　

子
89

西

町

飯　

森　
　
　

幸
67

津

山

益　

田　

三　

枝
97
下
高
尾
野
下

櫨　

本　
　
　

節
89

広

瀬

白　

濵　

か
す
み
68
泉
が
丘
団
地

下　

村　

ミ
ツ
ノ
98

野

角

三　

垣　

義　

則
85

上
水
流

岩　

下　

ヒ
デ
子
85

新

町

溝　

上　

ヨ
シ
子
90

岩

元

宇　

佐　

祐　

德
87

春
日
町

前　

田　

盛　

光
92

小

松

長　

野　

悦　

子
92

平
松
西

御
供
田　

シ
ゲ
代
72

津

山

渡　

邉　

ツ
ギ
エ
93

町（
野
田
）

坂　

元　

ア
イ
子
93

鶴
寿
園

平　

田　

寿
賀
子
90

花
立
西

野　

田　

唯　

義
93

安

原

山　

元　

竜　

司
42

柴

引

山　

田　

シ
ヅ
エ
96

木
牟
礼

久　

松　

ハ
ル
子
93

米
ノ
津
東

中　

元　

ユ　

ミ
74

東
水
流

末　

田　

ハ
ル
子
93
上
の
原（
高
尾
野
）

添　

田　

マ
ツ
エ
92
町（
高
尾
野
）

瀧　

川　

ハ
ル
ヨ
93

米
ノ
津
中

山　

崎　

松　

枝
86

上
村
東

又　

野　

政　

子
91
荒
崎（
高
尾
野
）

森　
　
　
　
　

健
83

今
釜
中

泉　
　
　

ウ　

メ
96

諏
訪
馬
場

安　

田　

フ
ヂ
ノ
90

上

町

井　

本　

正　

美
93

鹿

島

山　

内　

延　

子
99

米
ノ
津
前

石　

野　

ト
メ
子
92

千
間
山

特　

手　
　
　

茂
86

上
特
手

千
々
岩　
　
　

孝
92
上
の
原（
高
尾
野
）

南　
　
　

ミ
ツ
ヱ
90

麓
団
地

（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

佐　

藤　

一　

枝
（
上
町
住
宅
）

松　

岡　

信　
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造
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日
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子
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＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け
出
の
際
に
お
知

ら
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
企
画
政
策
課（
☎
�

４
１
２
０
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

１　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（火）

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005
［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405
［児］ こどもクリニック永松 鹿島 ☎64－1500

２日（水）

［当］ 恒吉医院 消化器・内科 大和 ☎82－0048
［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62－1559
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ キッズクリニック 向江 ☎63－7707

３日（木）

［当］ クリニック．なかむら 消化器・内・外科 平良馬場 ☎62－0241
［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111
［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

６日（日）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67－3200
［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82－3113
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73－4180
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

13日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500
［当］ 上園医院 内・消化器科 阿久根市 ☎73－1055
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

14日（月）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419
［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63－8300
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

20日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707
［当］ 境田医院 産婦人・内・外科 天神（出水） ☎67－2600
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

27日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350
［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62－8200
［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時〜翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
１月13日

田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0888 東大野原
フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中
か し ま 薬 局 ☎63−3970 鹿 島

１月14日
こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63−4618 表 郷 西
五 万 石 薬 局 ☎63−8800 野添（出水）

１月20日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上 沖 田
さ く ら 薬 局 ☎63−7700 向 江 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65−7637 天神（出水）

１月27日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0064 柴 引
ク レ モ ア 薬 局 ☎63−5401 春 日 町
か り ん 薬 局 ☎64−1400 向 江 町

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
１月１日 たかさご水道 ☎67−4400

携帯電話
（090−7397−7898）

三 友 建 設 ☎82−0173

携帯電話
（090−7154−7490）

１月２日 日之出建設工業 ☎63−3388 別府水道住宅設備 ☎84−2080
１月３日 職 建 ☎62−1409 樋 口 電 設 ☎85−5901

１月４日～６日 井 手 口 電 設 ☎62−0901 山﨑水道設備 ☎82−1600
１月７日～13日 太田電機工業所 ☎63−1966 福 井 組 ☎84−2534
１月14日～20日 ア タ ッ ク ス ☎82−0044 慶 越 組 ☎82−0442
１月21日～27日 道 添 建 設 ☎62−3833 川 窪 建 設 ☎82−0376
１月28日～31日 川 島 工 建 ☎63−6685 軸薗設備工業 ☎82−0889

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年11月１日～同11月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（−２） ０件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 179件（＋23） 98人（＋14）
2018年の累計 ７件（−８） ７件（−６） ０人（−１） ０人（±０） 2,092件（＋105） 1,293人（＋204）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

１月の主な行事

１月１日
楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79−3351 鹿 島
ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63−1177 沖 田
か し ま 薬 局 ☆ ☎63−3970 鹿 島

１月２日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84−4411 天神（野田）
ト ク モ ト 薬 局 ☎62−0998 本 町
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63−7700 向 江 町

１月３日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84−4411 天神（野田）
ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平良馬場
マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東大野原

１月６日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75−3333 阿久根市
ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町
し も ず る 薬 局 ☎64−2211 下 山
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

15日（火）▶市女性大会（午後１時30分・市音楽ホール）

19日（土）▶ツルの飛び立ち観察会（午前６時30分・ツル観察センターおよび東干拓）

20日（日）▶北薩シンフォニックバンド定期演奏会（午後１時30分・市文化会館）

26日（土）▶すこやかな青少年を育む集い（午後０時45分・市音楽ホールおよび市総合体育館）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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ク
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ン
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ー
ク
で
は
、企
画
展「
写

真
で
見
る
出
水
と
ツ
ル
」
～
昭
和
の
風

景
～
を
2
月
24
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。（
１
月
19
日
・
20
日
、
２
月
２
日
・

３
日
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定
）

　

出
水
の
歴
史
に
ツ
ル
が
舞
う
、
昭
和

の
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
出
水
と
ツ
ル
の

写
真
を
展
示
し
、
ツ
ル
が
渡
来
す
る
環

境
や
出
水
の
風
景
の
変
遷
を
た
ど
る
こ

と
に
よ
り
、
出
水
と
ツ

ル
の
歴
史
を
紹
介
す
る

企
画
展
で
す
。

　

思
い
出
の
あ
の
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
出
水

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
帰

郷
さ
れ
て
い
る
方
、
観

光
中
の
方
必
見
で
す
！

（
観
覧
料
・
無
料
）

　
　
　
～
昭
和
の
風
景
～

企
画
展
「
写
真
で
見
る
出
水
と
ツ
ル
」

『今月の問題』
正月７日の朝に食べる風習が
ある七草がゆの中の「スズナ」
の意味は何でしょうか？

Ａ　神を呼ぶ鈴
Ｂ　幸福が鈴なりに
Ｃ　魔よけの鈴

先月号のクイズと答え
クリスマスによく飾られる「ポイン
セチア」の和名は何でしょうか？
Ａ　イカリソウ
Ｂ　アカザカズラ
Ｃ　ショウジョウボク
答えは C　ショウジョウボクでした。

　

半
導
体
や
液
晶
等
の
精
密
製

造
装
置
部
品
を
製
造
す
る
株
式

会
社
マ
ル
マ
エ
（
前
田
俊
一
代

表
取
締
役
）
が
東
京
証
券
取
引

所
の
市
場
第
一
部
に
銘
柄
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
で
は
初
、
県
内
で

も
３
例
目
の
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。
前
田
社
長
が
報
告
の
た
め

来
庁
さ
れ
、
今
後
も
国
内
を
代

表
す
る
企
業
を
目
指
し
、
よ
り

一
層
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
と
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

祝
！
東
証
１
部
上
場
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　各種大会の結果報告に市役所を訪問した、高

尾野中学校の皆さん。
【主な結果】
〇２年　永松　柚実（前列左から２番目）
　ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト
� 最優秀賞（全国１位）
〇３年　山﨑　梨空（前列左から３番目）
　全国大会（陸上）　女子走幅跳� 出場
　　〃　　女子４× 100mＲ（１走）� 準決勝
〇３年　伊原　こころ（前列左から４番目）
　全国大会（陸上）　女子４× 100mＲ（３走）� 準決勝
〇２年　片野坂　唯月（写真右から３番目）
　全国大会（陸上）　女子４× 100mＲ（２走）� 準決勝
　ジュニアオリンピック（陸上）　Ｂ女子走幅跳� 出場
〇２年　片野坂　瑞希（写真右から２番目）
　全国大会（陸上）　女子４× 100mＲ（４走）� 準決勝
　ジュニアオリンピック（陸上）
　女子４× 100mＲ（県選抜チーム１走）� 出場
〇２年　川上　亮磨（写真右から１番目）
　ジュニアオリンピック（陸上）Ｂ男子走幅跳� ９位
　　〃　　男子４× 100mＲ（県選抜チーム１走）� 出場

　各種大会の結果報告に市役所を訪問した、出
水中学校の皆さん。
【主な結果】
〇３年　猪原　悠月（前列左から１番目）
　全国大会（剣道）　女子個人戦� ３位
〇３年　江南　優（前列左から２番目）
　中学生の「税についての作文」
� 鹿児島県知事賞
〇３年　石岡　大侑（前列左から３番目）
　九州大会（陸上）　男子３年 1500m� ５位
　全国大会（陸上）　男子 3000m� ８位
〇３年　寺地　しい（前列右から３番目）
　国民体育大会（陸上）　女子Ｂ 100m� 出場
　ジュニアオリンピック（陸上）　Ａ女子 100m� 出場
〇３年　川床　予里栄（前列右から２番目）
　九州大会（陸上）　女子 100mＨ� ８位
　全国大会（陸上）　女子 100mＨ� 出場
〇１年　玉目　陸（前列右から１番目）
　九州大会（陸上）　男子１年 1500m� ２位
　ジュニアオリンピック（陸上）　Ｃ男子 1500m� 出場


